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はじめに

このドキュメントでは、Cisco Umbrella仮想アプライアンス(VA)の自動アップグレードを最大
90日間延期するサポートについて説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

延期は、バージョン2.8.4以降を実行している仮想アプライアンスにのみ適用されます。•

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、Cisco Umbrella仮想アプライアンスに基づくものです。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

概要

Cisco Umbrellaは、仮想アプライアンスの自動アップグレードを最大90日間延期できるようにな
りました。 



注：この延期は、仮想アプライアンスの再起動を必要とするフルアップグレードバージ
ョンにのみ適用されます。パッチはVAの再起動を必要とせず、延期もされません。VAは
、設定された自動アップグレードウィンドウ中にパッチを自動的に適用します。パッチ
は、バージョン番号の3桁目の数字の変更によって識別されます。フルアップグレードで
は、バージョンの1桁目または2桁目が変更されます。

フルアップグレードの延期の設定 

完全アップグレードの延期を構成するには、次の手順に従います。

1. ダッシュボードで、ダッシュボードのサイトおよびActive Directoryページに移動します。

2. このページの「設定」タブに移動します。

3. Auto-Updatesセクションで、Postpone Virtual Appliance Upgrade for 90 Days設定を見つけま
す。 Enable Postponementオプションをオンに切り替えてこの機能を有効にしたり、オフに切り
替えて無効にすることができます。延滞はデフォルトで無効になっています。 
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延期が有効になっている場合、仮想アプライアンスは、新しいバージョンが利用可能になった直
後に自動アップグレードされません。自動アップグレードは、新しいバージョンがVAの各リリー
スウェーブで使用可能になってから90日後に行われます。 

延期設定の変更は、完全な管理者のみが実行でき、管理監査ログに記録されます。 

延期が有効な場合、組織のすべての仮想アプライアンスに適用されます。90日の完了前に一部の
VAを選択的にアップグレードするには、アップグレードする必要があるVAを選択して、
Upgradeボタンを選択します。このボタンは、VAが新しいリリースをダウンロードした後にのみ
表示されます。



表示されるダイアログに、VAが自動アップグレードされる日付が表示されます。VAは、この日
付以降の次回のアップグレードの時間帯に自動アップグレードされます。 

複数のバージョンがダウンロードされている場合は、VAがアップグレードできるバージョンを選
択できます。 
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自動アップグレード延期機能を使用すると、1つ以上のVAのアップグレードを手動で開始し、環
境内の新しいバージョンを検証してから、他のVAをこのバージョンに自動アップグレードできま
す。 



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


